
豊田通商の知財戦略：グリーン・デジタル・モビ

リティ融合による価値創造と技術資産の構造

的分析 
 

エグゼクティブサマリ 
1. 知財・技術戦略と財務指標の同時記載状況 
豊田通商株式会社（以下、豊田通商）の公式開示資料（有価証券報告書、統合報告書）において、

知的財産および技術戦略は、伝統的な「研究開発費（R&D Expenses）」として独立して語られること
は稀であり、むしろ事業投資および設備投資（Capital Expenditure）と不可分な形で財務諸表に統
合されている。2025年3月期（第104期）の有価証券報告書に基づくと、連結全体の設備投資額は
2,403億円に達しており、その配分は技術戦略の優先順位を如実に反映している。具体的には、「グ
リーンインフラ」領域に891億円（全投資の約37%）、「サーキュラーエコノミー」領域に166億円が重点
配分されている 1。これは、同社が掲げる「カーボンニュートラル」および「循環型社会」への移行戦略
が、単なる概念的なスローガンではなく、風力発電設備や金属リサイクルプラントといった具体的な

「技術資産（Technical Assets）」への巨額資本投下によって裏付けられていることを示している。ま
た、これらの投資は、IFRS（国際財務報告基準）に基づく連結バランスシート上で有形固定資産ある
いはのれん（Goodwill）として計上されており、知財権（特許・商標等）はこれらハードウェア資産の
運用効率を高めるための「付帯的無形資産」として機能している構造が見て取れる。財務指標と技

術実装の連動性は極めて高く、特に再生可能エネルギー事業における発電容量（MW）や、リサイク
ル事業における処理トン数が、技術力の代理指標（Proxy KPI）として機能している 1。 

2. 注力技術領域と進捗 
同社の注力技術領域は、中期経営計画および「Global Vision - Be the Right ONE」の下、明確に
「再生可能エネルギー（Renewable Energy）」「次世代モビリティ（Next Mobility）」「循環型経済（
Circular Economy）」の3本柱に集約されている。 第一に、再生可能エネルギー領域では、2024年4
月にテラスエナジー株式会社を完全子会社化し、さらに2025年4月にはユーラスエナジーホールディ
ングスの経営統合を完了することで、風力・太陽光発電における国内最大手としての地位を技術・資

産の両面から固めている 3。これにより、風況解析や発電所運営（O&M）に関する膨大なデータ資産
とノウハウがグループ内に蓄積されている。 第二に、モビリティ領域では、EV（電気自動車）普及に
不可欠なリチウム等の重要鉱物資源の確保から、廃バッテリーのリサイクル（Urban Mining）に至る
までのバリューチェーン全体における技術的優位性の確立を目指している。具体的には、2025年6
月に発表された北米におけるLG Energy Solutionとの合弁によるバッテリースクラップ再資源化事業
（Green Metals Battery Innovations, LLC）の設立が挙げられる。ここでは、バッテリー製造工程や廃
車から発生するスクラップから、リチウム、コバルト、ニッケルを効率的に抽出する前処理・精製技術

の実装が進められている 4。 第三に、サーキュラーエコノミー領域では、米国子会社Radius 
Recycling（旧Schnitzer Steel）が保有する「Advanced Metal Recovery Technology」を活用し、金属



スクラップからの資源回収率向上と不純物除去の高度化を推進している 5。 

3. 特許ポートフォリオと知的財産権の状況 
一次情報に基づく特許データベース（USPTO、JPO等）の確認によると、豊田通商単体および主要子
会社（ユーラスエナジー、Radius Recycling等）を含む特許ポートフォリオは、量的な規模（件数競争）
よりも、事業上のチョークポイントを押さえる質的な戦略性に重点が置かれている。 

公開されている特許公報からは、以下の技術分野における出願集中が確認される： 

1.​ 電力マネジメント（VPP/V2G）： トヨタ自動車との共同出願による「電力システム、サーバー、充
放電制御装置」に関する特許（米国特許第12040617号など）が登録されており、多数の分散型
電源を統合制御するバーチャルパワープラント（VPP）技術において、ハードウェアとソフトウェア
を繋ぐ制御ロジックを知財化している 7。 

2.​ 次世代半導体素材（SiC）： パワー半導体の基幹素材であるSiC（炭化ケイ素）のエピタキシャル
基板製造プロセスに関する特許（米国特許第12534825号）を保有しており、EVの高性能化に資
する深層技術（Deep Tech）への関与が確認される 8。 

3.​ リサイクル・選別技術： Radius Recyclingは、Form 10-Kにおいて「特許は事業にとって重要で
はあるが、個々の特許が事業の存続を左右するほどではない」としつつも、金属選別機やプロ

セス制御に関する特許、およびITシステムに関する知的財産権を保有していることを開示して
いる 6。 

4. 競合比較 
一次情報に基づく競合他社（三菱商事、三井物産等）との直接的な技術指標の比較は、各社が開示

するセグメント区分や計上基準が異なるため、横並びでの厳密な数値比較は困難である（Not 
Disclosed）。しかし、豊田通商の開示資料において特徴的なのは、トヨタグループという巨大な自動
車エコシステムを背景にした「モビリティ」と「エネルギー」の結合領域における具体性と実装速度で

ある。例えば、他商社が上流の資源権益確保に重きを置く傾向がある中で、豊田通商は「廃車リサ

イクル」「バッテリー材料の再資源化」「工場内CO2削減技術」といった、製造現場（Gemba）に近い
下流〜中流レイヤーでの技術ソリューションを強調している点が差別化要因として読み取れる。ま

た、アフリカ地域における再エネ比率の向上（2030年に50%目標）や、ヘルスケア・医薬品物流にお
けるコールドチェーン技術の展開など、地域特化型の技術実装（Local Implementation）においても
独自性が高い 1。 

5. R&D投資計画とロードマップ 
公式に開示されたロードマップにおいて、R&D投資計画は「カーボンニュートラル」と「DX（デジタルト
ランスフォーメーション）」の推進計画と完全に一体化している。2030年に向けた温室効果ガス（
GHG）削減目標（Scope 1 & 2で2019比50%削減、2050年ネットゼロ）の達成プロセス自体が、同社
にとっての技術ロードマップとして機能している 2。 これを実現するために、社内炭素価格（Internal 
Carbon Pricing）制度を導入し、脱炭素技術への投資を経済的に動機付けるガバナンスを構築して
いる。また、DX戦略においては、2023年4月にCDTO（Chief Digital & Technology Officer）を「CTO（
Chief Technology Officer）」に改称し、デジタル技術による業務効率化（DX 1.0）から、ビジネス変
革・新規事業創出（DX 2.0）への移行を宣言している。具体的には、AIによる電力価格予測システム



の運用や、農業分野におけるデジタルマーケティング支援など、実証実験（PoC）を超えた事業実装
フェーズへの移行が計画されている 10。 

証拠インデックス（Evidence Index） 
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20 豊田通商 有価証券報

告書（2022
年度） 

2023/06/23 法定開示 https://www
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ho.com/ir/li
brary/securi
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2022.html 

13 豊田通商 第102期 有
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2024.html 

11 豊田通商 コーポレー
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t.pdf 

3 豊田通商 Integrated 
Report 
2025 (PDF) 

2025/08/29 公式IR https://www
.toyota-tsus
ho.com/eng
lish/ir/library
/integrated-
report/pdf/f
s2025_all_2
50829.pdf 

12 豊田通商 Integrated 
Report 
2024 (PDF) 

2024/03/31 公式IR https://www
.toyota-tsus
ho.com/eng
lish/ir/library
/integrated-
report/pdf/a
r2024e_all_
a4.pdf 

10 豊田通商 Integrated 
Report 
2025 
(Highlights) 

2025/08/29 公式IR https://www
.toyota-tsus
ho.com/eng
lish/ir/library
/integrated-
report/pdf/a
r2025e_all_
a4.pdf 

19 トヨタ自動車 Integrated 
Report 
2024 
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1 豊田通商 第104期 有
価証券報告

書 

2025/06/19 法定開示 https://kitais
hihon.s3.isk
01.sakurast
orage.jp/IrLi
brary/8015_
securities_2
024_30bi.p
df 

4 豊田通商 プレスリリー

ス（LG 
Energy 
Solution合
弁） 

2025/06/19 公式IR https://www
.toyota-tsus
ho.com/eng
lish/press/d
etail/250619
_006626.ht
ml 

17 Eurus 
Energy 

Sustainabilit
y Policy 

検索日現在 企業方針 https://www
.eurus-ener
gy.com/en/c
ompany/sus
tainability.ht
ml 

5 Radius Sustainabilit
y Report 
Highlights 

検索日現在 公式IR https://www
.radiusrecyc
ling.com/co
mpany/inve
stors/news-
release-det
ails/22611 

7 USPTO Patent No. 
12040617 
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tion?page=
2 

6 Radius Form 10-K 
(Annual 
Report) 

2024/10/24 法定開示 https://s203
.q4cdn.com
/881574725/
files/doc_fin
ancials/202
4/ar/894337
_008_Print_
BMK-2-Ne
w.pdf 

9 Radius Proxy 
Statement 

2025/01/21 法定開示 https://www
.sec.gov/Ar
chives/edga
r/data/9126
03/000114
0361250135
75/ny20046
876x1_prem
14a.htm 

2 豊田通商 Deep 
Research 
Log 
(Securities 
Report 
Analysis) 

2026/02/18 調査ログ Internal Log 
B2 

12 豊田通商 Deep 
Research 
Log 
(Integrated 
Report 
Analysis) 

2026/02/18 調査ログ Internal Log 
B3 

11 豊田通商 Deep 
Research 
Log (IP 
Strategy 

2026/02/18 調査ログ Internal Log 
B9 
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戦略的背景とIR資料アーカイブ 
R&D投資の推移と設備投資の構造的変化（過去5年） 
豊田通商の技術投資戦略を分析する上で、「研究開発費（R&D Expenses）」という単一の勘定科目
のみを追跡することは、同社の実態を見誤るリスクがある。総合商社という業態柄、基礎研究への

直接投資よりも、事業会社を通じた技術実装や、設備投資（Capex）を通じた技術資産の取得が主と
なるためである。実際、有価証券報告書の「研究開発活動」の項目においては、「特記すべき事項な

し」とされるか、あるいは軽微な活動として報告されるケースが多い 2。しかし、その背後にある「設備
投資額」の推移と配分を見ると、明確な技術戦略の意図が読み取れる。 

特に直近の第104期（2025年3月期）においては、連結設備投資額が2,403億円に達している。この
巨額の投資は、主に「グリーンインフラ」および「サーキュラーエコノミー」という、高度な技術運用能

力を必要とする領域に集中している。以下に、有価証券報告書に基づく主要な投資指標の推移を示

す。 

表1：連結経営指標と設備投資の推移（単位：百万円） 

会計年度 決算年月 収益 税引前利益 当期利益
（親会社帰

属） 

設備投資額

（合計） 
備考（投資の

技術的背景） 

第104期 2025年3月 10,309,550 536,865 362,506 240,334 グリーンイン

フラへ891億
円、アフリカ

へ452億円を
投資。再エネ

設備と現地イ

ンフラ技術へ

の集中投下。 

第103期 2024年3月 10,188,980 469,639 331,444 253,388 過去最高益

更新。ユーラ

スエナジーや

テラスエナ

ジーの子会社

化・統合プロ



セスに伴う資

産取得が寄

与。 

第102期 2023年3月 9,848,560 427,126 284,155 Not 
Disclosed 

モビリティ・資

源高騰の影

響下での投

資判断。 

第101期 2022年3月 8,028,000 330,132 222,235 Not 
Disclosed 

コロナ禍から

の回復基調と

サプライ

チェーン再構

築。 

第100期 2021年3月 6,309,303 221,425 134,602 Not 
Disclosed 

パンデミック

影響下での

守りの経営。 

構造分析： 

第104期（2025年3月期）の設備投資額2,403億円の内訳を詳細に見ると、技術戦略の重心がどこに
あるかが明確になる。 

●​ グリーンインフラ（891億円）： 全体の約37%を占める最大投資領域。これは主に風力・太陽光
発電所の建設、送電網への接続設備、および発電効率を最大化するための制御システムへの

投資である。 
●​ アフリカ（452億円）： 車両組立工場や医薬品物流センターなど、現地の社会課題解決に直結

するインフラ技術への投資が含まれる。 
●​ モビリティ（292億円）： EV関連部品の製造設備や物流網への投資。 
●​ サーキュラーエコノミー（166億円）： リサイクルプラントの高度化（選別機の更新・導入）や廃棄

物処理プロセスへの投資。 

この配分は、同社が技術的な勝負所を「脱炭素エネルギーの供給能力拡大」と「資源循環技術の実

装」に定めていることを如実に示している。また、第103期（2024年3月期）においても2,533億円とい
う高水準の投資が実行されており、これはユーラスエナジーやテラスエナジーといった再生可能エネ

ルギー事業会社の子会社化・統合プロセスに伴う資産取得や設備増強が背景にある。商社機能とし



てのトレーディング（口銭ビジネス）から、事業投資によるリターン（配当・持分法損益）への構造転換

が進む中で、技術資産の品質と運用能力が収益性を左右するフェーズに入っていると言える 1。 

経営陣の技術コミットメント 
経営トップのメッセージからは、技術を単なるツールとしてではなく、企業価値創造の源泉（Core 
Value）として位置づけ、組織体制を変更してまで推進しようとする強い意志が読み取れる。特に、
CDTOからCTOへの役割変更と、カーボンニュートラル推進会議の運営は、技術戦略と経営戦略の
完全な統合を象徴する動きである。 

Fact Log：経営陣の発言とコミットメント（原文抜粋・要約） 

●​ CTO（Chief Technology Officer）の役割定義とDX 2.0： 2023年4月より、従来のCDTO（
Chief Digital & Technology Officer）という役職名を「CTO（Chief Technology Officer）」に改称
した。これは単なる名称変更ではない。従来の「DX 1.0（デジタルによる業務効率化）」から一歩
進み、「DX 2.0（デジタルによるビジネス変革・新規事業創出）」へと舵を切るという宣言である。
CTOの下、「Business Transformation by Digital」をスローガンに掲げ、デジタル技術を梃子に
した新しいビジネスモデルの構築を推進している。 出典：Integrated Report 2024 / Deep 
Research Log 12 

●​ カーボンニュートラル推進体制とガバナンス： 社長（CEO）が議長を務める「カーボンニュートラ
ル推進会議（Carbon Neutrality Promotion Meeting）」を月次で開催している。この会議体で
は、全社的な重要経営課題（Materiality）である「脱炭素社会への移行」に向けた戦略策定と進
捗管理を行っている。特筆すべきは、2030年までにScope 1およびScope 2のGHG排出量を
2019年比で50%削減し、2050年に実質ゼロにするという技術的・定量的目標の達成に向け、
各営業本部の業績評価に「社内カーボンプライシング（Internal Carbon Pricing）」を導入してい
る点である。これにより、脱炭素技術への投資が経済合理性を持つような社内市場メカニズム

を構築している。 出典：Corporate Governance Report / Integrated Report 2024 2 

●​ アフリカにおけるグリーンインフラの展望： 経営陣はアフリカ市場を「Green Infrastructure」の
最大の成長フロンティアと定義している。「再生可能エネルギーがアフリカの発電量に占める割

合は、2018年の約20%から2030年には約50%になると予想される」との見通しを示し、現地で
の技術実装（再エネ発電所の建設・運営）を加速させる方針を明言している。これは、先進国の

技術をそのまま持ち込むのではなく、現地の電力事情に合わせたインフラ構築を行うという技

術適応力の高さを求めている。 出典：Integrated Report 2025 10 

知的財産・技術ポートフォリオの全貌 
豊田通商の技術ポートフォリオは、伝統的な商社ビジネスの枠を超え、特定領域においてはメー

カーに匹敵する、あるいはそれを補完する高度な技術資産を有している。以下に、主要な重点技術

領域ごとの開発プロジェクト、製品実装、および関連特許の状況を詳述する。 

1. グリーンインフラ・エネルギーマネジメント領域 
この領域は、豊田通商が最も巨額の投資（FY2024で891億円）を行っている分野であり、ハードウェ



ア（発電設備）とソフトウェア（電力需給調整・系統連系）の両面で技術資産の蓄積が進んでいる。 

表2：グリーンインフラ領域における技術・事業開発一覧 

プロジェクト/技術名 概要・進捗（一次情報に基づく） 関連資産/特許・知財 

ユーラスエナジー統合 2024年4月にテラスエナジーを
完全子会社化し、2025年4月
にはユーラスエナジーホール

ディングスの経営統合を完了。

風力・太陽光発電容量で国内

トップクラスの規模を確立。 

資産： Eurus Energy Holdings株
式（100%） 
 
知財： サイト開発ノウハウ、風況
データ資産、O&Mマニュアル 

電力需給調整システム 複数の電力調整リソース（蓄電

池、EV等）を系統に接続し、管
理装置によって最適制御する

システムの開発。トヨタ自動車

との共同開発を含む。 

特許： US 12040617 
 
特許： US 12040615 等 
 
出願人： Toyota Tsusho, Toyota 
Motor 

風力発電所直結型データセン

ター 
風力発電所の敷地内にデータ

センターを設置し、再生可能エ

ネルギーを直接利用する国内

初の事業モデル。送電ロスを

ゼロにする技術実証。 

資産： 北海道地区の風力発電所
設備 
 
技術： 系統非依存型電力供給シ
ステム 

Iwaya / Shitsukari Wind 
Farm 

最新鋭の風力タービン（

4.2MW級-117m）を導入した大
規模ウィンドファームの建設・

運営。2025年1月に供給契約
締結。 

資産： 大型風力タービン（14基） 
 
技術： 寒冷地・強風対応タービン
運用技術 

詳細解説： 

ユーラスエナジーの完全子会社化は、単なる持分比率の変更にとどまらず、同社が30年以上にわ
たり蓄積してきた風況解析データ、環境アセスメントのノウハウ、および運転保守（O&M）技術を豊田



通商グループ全体のコア技術資産として取り込むことを意味する。風力発電は立地選定とメンテナン

スが収益性を決定づけるため、これらの無形資産（Soft IP）は特許以上に重要な競争優位の源泉と
なる。 

一方、特許（Hard IP）の側面では、米国特許第12040617号「Electric power system, server, 
charge-and-discharge controller, and power demand-and-supply adjustment method」（2024
年7月16日登録）が象徴的である。この特許は、トヨタ自動車と豊田通商の共同出願であり、多数の
分散型電源（EVや定置用蓄電池を含む）を統合制御し、電力系統の安定化に資する技術（バーチャ
ルパワープラント：VPP技術）をカバーしている。発明者にはHorii Yusuke氏らが名を連ねており、モ
ビリティとインフラの接点における技術開発が着実に知財化されていることが確認できる。また、風

力発電の適地が偏在する日本において、発電した電力を長距離送電せずにその場で消費する「発

電所直結型データセンター」の取り組みは、送電ロス削減と系統制約の回避を両立する技術的ソ

リューションとして位置づけられており、デジタルインフラとグリーンインフラの融合事例として注目さ

れる 2。 

2. 次世代モビリティ・素材（バッテリー・SiC）領域 
自動車産業の電動化シフト（CASE）に対応し、バッテリーの原材料確保から製造、リサイクルに至る
循環型バリューチェーンの構築を進めている。また、パワー半導体の中核素材であるSiC（炭化ケイ
素）に関する独自技術の保有も確認される。 

表3：モビリティ・素材領域における技術・事業開発一覧 

プロジェクト/技術名 概要・進捗（一次情報に基づく） 関連資産/特許・知財 

SiCエピタキシャル基板製造 SiC基板上に、より低濃度の
ドーピング層を有するSiC材料
を積層する製造方法および装

置に関する技術。 

特許： US 12534825 
 
発明名称： SiC epitaxial 
substrate manufacturing 
method... 
 
技術分野： 半導体材料プロセス 

バッテリースクラップ再生（

GMBI） 
LG Energy Solutionとの合弁
会社（GMBI）を北米に設立。
バッテリー製造工程や廃車か

ら出るスクラップから、リチウ

ム、コバルト、ニッケルを抽出・

再資源化する技術プロセスを

合弁会社： Green Metals 
Battery Innovations, LLC 
 
資産： 北米リサイクルプラント（
NC州） 
 
技術： 湿式製錬前処理プロセス 



実装。 

リチウム資源確保 オロコブレ社（現アルケム社）

等との提携を通じたリチウム資

源の開発権益確保と、精製技

術の実装。 

資産： 鉱山権益、精製プラント 
 
技術： 炭酸リチウム/水酸化リチ
ウム製造技術 

アルミボディ骨格部品製造 アイシン、Minthとの合弁によ
り、北米にてアルミダイキャスト

技術を用いた車体部品製造拠

点を設立。 

合弁会社： 北米製造JV 
 
技術： アルミダイキャスト成形技
術 

詳細解説： 

特許US 12534825「SiC epitaxial substrate manufacturing method and manufacturing device 
therefor」は、豊田通商が素材技術の深層領域に関与していることを示す重要な証拠である。SiC
（シリコンカーバイド）パワー半導体は、EVのインバータ効率を劇的に向上させ、航続距離延伸や急
速充電を実現するためのキーデバイスである。その製造工程において最も難易度が高いとされるエ

ピタキシャル成長プロセスに関する特許を保有していることは、同社が単なる商社機能を超えた「技

術提案型」のビジネスモデルを有していることを裏付けている。 

また、バッテリーリサイクルにおいては、LG Energy Solutionとの合弁事業（GMBI）が北米での重要
な拠点となる。ここでは、バッテリースクラップを破砕・選別し、ブラックマス（Black Mass）と呼ばれる
中間原料を生成する技術が実装される。LG Energy Solutionは世界的なバッテリーメーカーであり、
その製造ノウハウと豊田通商のリサイクル物流網・資源処理技術を融合させることで、北米における

クローズドループ・サプライチェーンの構築を目指している。この合弁は、単なる工場建設ではなく、

バッテリー材料の成分分析や安全な破砕処理に関する技術移転（Technology Transfer）を伴うプロ
ジェクトである 2。 

3. サーキュラーエコノミー（金属リサイクル）領域 
米国子会社Radius Recycling（旧Schnitzer Steel）を中心に、高度な金属選別技術と環境負荷低減
技術を展開している。この領域における技術力は、廃棄物から「商品」を生み出す錬金術に等しい。 

表4：サーキュラーエコノミー領域における技術・事業開発一覧 



プロジェクト/技術名 概要・進捗（一次情報に基づく） 関連資産/特許・知財 

Advanced Metal Recovery 
Technology 

シュレッダー後の混合物から、

銅、アルミ、真鍮などの非鉄金

属をセンサーや磁力選別機を

用いて高純度で回収するシス

テム。 

資産： Radius Recycling, Inc.設
備 
 
技術： 選別アルゴリズム、セン
サー技術 
 
特許： プロセス関連特許（詳細番
号Not Disclosed in snippet） 

ネットカーボンフリー電力 事業運営における使用電力を

100%ネットカーボンフリー化（3
年連続達成）。再生可能エネル

ギー調達と省エネ技術の組み

合わせ。 

実績： Sustainability Report認証 
 
技術： エネルギーマネジメントシ
ステム 

GRANIC（グラニック） 廃プラスチック等を活用した環

境配慮型素材の開発・供給。

自動車部品への適用拡大。 

商標： GRANIC 
 
製品： 再生プラスチックコンパウ
ンド 

詳細解説： Radius RecyclingのForm 10-K（2024年8月期）によると、同社は「特許は保有している
が、事業全体に対して個々の特許が決定的な重要性を持つわけではない」と慎重な表現を用いてい

る。しかし、その競争力の源泉は明らかに「Advanced Metal Recovery Technology」と呼称される一
連の選別システムにある。これは、巨大なシュレッダーで自動車や家電を破砕した後、渦電流選別

機や光学センサー選別機を組み合わせ、ミリ単位の金属片を種類ごとに自動選別する技術である。

この技術により、従来は埋め立て処分されていた残渣（ASR: Automobile Shredder Residue）を減ら
し、資源回収率を向上させることが可能となっている。 また、同社はITシステムやデータ解析を用い
た業務効率化にも言及しており、スクラップの受入から製品出荷までのトレーサビリティ管理や、相

場変動に対応した在庫最適化など、物理的なリサイクル技術とデジタル管理の融合（

Cyber-Physical System）が進んでいることが窺える.5 

オープンイノベーションとエコシステム 
豊田通商の技術戦略の中核をなすのが、外部パートナーとの戦略的提携（Alliance）である。自前主
義にこだわらず、最適な技術を持つ企業と資本業務提携を結ぶことで、時間を買い、技術ポートフォ



リオを迅速に拡充している。 

表5：主要な技術提携・M&A案件（2023-2026） 

 

時期 パートナー/対
象企業 

形態 技術的・戦略的

狙い（公式発表

ベース） 

Evidence 

2025/04 Eurus Energy 
Holdings 

経営統合 再生可能エネ

ルギー（風力・

太陽光）の開

発・運営能力の

完全取り込み。

国内No.1事業
者としての基盤

強化と意思決

定の迅速化。 

3 

2025/06 LG Energy 
Solution 

合弁設立 北米における

バッテリースク

ラップからの有

価金属（Ni, Co, 
Li）回収プロセ
スの確立。バッ

テリー製造技術

とリサイクル技

術の融合。 

4 

2026/02 Linkwiz 出資 ロボット自律制

御ソフトウェア

技術の獲得。産

業用ロボットの

ティーチングレ

ス化、溶接・検

査工程の自動

化推進（DX 2.0
案件）。 

11 

2024/04 Terras Energy 完全子会社化 再生可能エネ

ルギー事業の

3 



再編。太陽光発

電を中心とした

ポートフォリオ

の統合と効率

化。 

Not Disclosed Toyota Motor 
Corp 

共同研究 EV向け電力需
給調整システ

ム、V2G技術、
および環境技

術の共同開発

（特許共願より

判明）。 

7 

解説： 特筆すべきは、2026年2月に発表されたLinkwiz社への出資である。Linkwizはロボットの「目（
3Dスキャナ）」と「脳（制御ソフト）」を開発するスタートアップであり、この出資は豊田通商が製造現場
（Gemba）の自動化・DX（Digital Transformation）に深く関与しようとしていることを示している。これ
は、単に製品を右から左へ流す商流ビジネスから、生産工程の効率化や品質向上そのものを提供

する「機能提供型」ビジネスへの転換を図る動きと解釈できる。 また、LG Energy Solutionとの提携
は、EVシフトに伴うバッテリー供給不足と廃棄物問題という「静脈」と「動脈」の両方の課題を同時に
解決する、極めて戦略的な一手である。ここでは、LG側のセル製造技術と、豊田通商側のリサイク
ル原料調達力が相互補完関係にある。トヨタグループ内での連携（トヨタ自動車との特許共願）に加

え、グループ外のグローバルリーダーとも手を組む柔軟なオープンイノベーション戦略が展開されて

いる.4 

リスク管理とガバナンス（IP Governance） 
知的財産・技術に関するガバナンス 
豊田通商およびその子会社における知財ガバナンスは、各社の行動規範（Code of Conduct）やサ
ステナビリティ方針の中で明確に規定されている。 

●​ Radius RecyclingのIPポリシー： 同社の「Code of Conduct」において、知的財産（特許、商
標、著作権、トレードシークレット）の保護に関する明確なポリシー（Policy 5.1.13）を定めている。
自社のIPを保護するだけでなく、他者のIPを尊重し、許可なく使用しないことを従業員に義務付
けている。また、重要な新製品開発や新技術への投資情報はインサイダー取引規制の対象と

なる「重要事実（Material Information）」として厳格に管理されることが明記されている 16。 
●​ Eurus Energyのサステナビリティ方針： サステナビリティ方針において、「会社に帰属する知的

財産権を保護する」ことを明記している。また、ウェブサイト利用規約においても、掲載されてい

るドキュメント、ソフトウェア、データ等の著作権・特許権・商標権の帰属を明確にし、無断転用を

禁止する標準的なIPポリシーを開示している 17。 
●​ 豊田通商本体のガバナンス： コーポレートガバナンス報告書において、プライム市場のコーポ

レートガバナンス・コード（補充原則3-1-3等）を遵守していることを宣言しており、これには知的



財産への投資や人的資本に関する開示が含まれる。社外取締役を含む取締役会が、これらの

技術投資や知財戦略の適切性を監督する体制となっている 11。 

技術関連リスクとサイバーセキュリティ 
有価証券報告書の「事業等のリスク」において、技術革新への対応遅れ（Disruptive Innovation Risk
）や、情報システムへのサイバー攻撃が重要なリスク要因として挙げられている。特に、再生可能エ

ネルギー発電所や電力需給調整システムといった重要インフラ（Critical Infrastructure）を抱える同
社にとって、IT（Information Technology）だけでなく、制御システムを守るOT（Operational 
Technology）セキュリティの確保は経営上の最優先課題の一つとなっている。これに対応するため、
全社的な情報セキュリティ管理体制の強化や、DX推進に伴うセキュリティ対策への投資が行われて
いることがリスク情報として開示されている 2。 

競合ベンチマーク 
一次情報が入手可能な範囲において、豊田通商と同業他社（総合商社）の技術・知財戦略に関連す

る指標を比較する。なお、他社の詳細なR&Dデータが本調査の一次情報ソースに含まれていないた
め、主に豊田通商側の開示に基づく相対的な立ち位置の記述にとどめる。 

表6：競合比較（Available Primary Sources Only） 

項目 豊田通商 (Toyota Tsusho) 競合他社 (Mitsubishi / Mitsui 
etc.) 

注力技術領域 モビリティ（EV/Battery）、再生
可能エネルギー（風力・太陽

光）、資源循環（スクラップ/リサ
イクル） 

Not Disclosed within current 
sources 

再エネ発電容量 国内最大級（No.1 Class）。
Eurus Energy + Terras Energy
の統合により、圧倒的なシェア

とアセットを保有。 

Not Disclosed within current 
sources 

特許戦略の特徴 トヨタ自動車との共同出願（電

力制御、V2G）や、SiC素材技
術など、自動車バリューチェー

ンに特化した技術資産が目立

Not Disclosed within current 
sources 



つ。 

DX戦略 CDTOをCTOに改称し、ビジネ
ス変革（DX 2.0）を志向。**現
場（Gemba）**のデジタル化に
強み。 

Not Disclosed within current 
sources 

R&D/設備投資 連結設備投資額：約2,400億
円（FY2024）。**グリーンインフ
ラへの集中投資（約37%）**が
顕著。 

Not Disclosed within current 
sources 

解説： 他社の一次情報が不足しているため直接比較はできないが、豊田通商の最大の特徴であり
強みは、「トヨタグループ」という明確なアンカーが存在することである。これにより、技術開発の方向

性が「自動車産業の未来（CASE対応）」と完全に同期しており、投資の不確実性が相対的に低減さ
れている。他商社が資源価格のボラティリティにさらされやすい上流権益に強みを持つのに対し、豊

田通商は「廃車リサイクル」や「工場内CO2削減」といった、製造業のバリューチェーンに深く組み込
まれた技術領域で差別化を図っている。また、アフリカ市場における先行者利益と技術実装の実績

は、他の総合商社が容易に模倣できない独自のポジションを築いている 2。 

公式ロードマップと未確認情報 
公式ロードマップ（～2030/2050） 
豊田通商が公式に掲げる技術・経営ロードマップの主要マイルストーンは、気候変動対応と事業

ポートフォリオの再編を軸に構成されている。 

表7：技術・経営ロードマップ（時系列） 

 

時期 マイルストーン・目標

（公式発表） 
関連技術・分野 Evidence 

2025年4月 Eurus Energy 
Holdings経営統合
完了 

再生可能エネルギー 3 



2026年3月 中期経営計画（

2024-2026）終了年
度。DX 2.0の実装
フェーズ深化。 

全社/DX 12 

2030年 Scope 1 & 2 GHG排
出量 50%削減（
2019年比）。 これを
達成するための省エ

ネ・創エネ技術の導

入完了。 

環境技術/省エネ 2 

2030年 アフリカにおける再

エネ比率50%到達
（予測・目標）。これ

に貢献するインフラ

整備。 

インフラ技術 10 

2035年 電動車（BEV/FCEV）
向けバッテリー・資源

供給体制の確立（ト

ヨタグループ目標と

の連動）。 

モビリティ/資源 19 

2050年 カーボンニュートラル

（Net Zero）達成。 
全領域 2 

未確認情報（Not Disclosed） 
本調査における一次情報探索範囲内では、以下の事項について詳細な情報の確認ができなかっ

た。 

●​ 詳細な研究開発費（R&D Expenses）の絶対額： 連結損益計算書上の「研究開発費」としての
独立掲記はなく、SGAに含まれる形であるため、R&D単体の正確な金額はNot Disclosedであ
る。 

●​ 他社（三菱商事、三井物産）の一次情報に基づく詳細スペック： 比較対象となる他社の最新の
統合報告書や有価証券報告書の一次データが取得できなかったため、詳細なベンチマークは

実施していない。 
●​ 個別特許の収益貢献度： 特許保有件数は判明しているが、個々の特許が具体的にどの程度

のライセンス収入や製品売上に貢献しているかという財務的インパクトは開示されていない。 
●​ Linkwiz以外の具体的な出資先スタートアップの全リスト： 「CVC（コーポレートベンチャーキャピ

タル）」活動に関する網羅的な投資先リストやファンド規模の詳細は、今回のソース群からは確



認できなかった。 
●​ 知的財産部門の組織図・人員数： コーポレートガバナンス報告書等において、知財管理を担当

する具体的な部署名（法務部内なのか、独立した知財部なのか）や、弁理士有資格者数などの

詳細は記載がない。 
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